
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 
 
 

災害時における被災建築物について、迅速なアスベスト飛散防止対策を取るため、

建築物の石綿露出状況確認調査等を実施する必要があります。 

災害発生に備え、石綿含有建材に関する知識を有する技術者と協力体制を構築する

ため、県と技術者団体との協定を締結します。 
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１ 調印式日時 

  平成３０年９月１８日（火）午後１時２０分から１時４０分まで 

２ 場  所 

  長野県庁３階 第三応接室 

３ 出席者 

一般社団法人建築物石綿含有建材調査者協会：副代表理事 外山尚紀 様 

一般社団法人日本アスベスト調査診断協会：理事長 本山幸嘉 様 

長野県環境測定分析協会：会長 杉崎勝明 様 

長野県：知事 阿部守一 

４ 協定内容 

県内において地震等の災害が発生した場合に、県が技術者団体の協力を受け、速やかにア

スベストが飛散するおそれがある被災建築物の調査を行うことにより、アスベスト飛散に

よる人の健康または生活環境に係る被害の防止を図ることを目的とする。 

協力を要請する業務は、県が実施するアスベスト調査への支援、被災建築物における石綿

含有建材の施工箇所及び露出・破損状況等の調査など。 

 

長野県（環境部）プレスリリース  平成 30年（2018年）９月 12日 

 
災害時における被災建築物のアスベスト調査に 

関する協定締結の調印式を開催します 
 

環境部 水大気環境課 大気保全係 
（課長）渡辺ゆかり （担当）半田沙季絵 
電 話 026-235-7177(直通) 
       026-232-0111(代表) 内線 2762 
F A X 026-235-7366 
E-mail mizutaiki@pref.nagano.lg.jp 

確かな暮らしが営まれる美しい信州 

～学びと自治の力で拓く新時代～ 

しあわせ信州創造プラン2.0（長野県総合5か年計画）推進中 


